第　学年　組　技術・家庭科（技術領域）学習指導案
　                                                          平成　　年　　月　　日
 　                                                         指導者　　　　　　　　
　単元　　「生活を豊かにするものをつくろう」
２　目標
　◎　製作品の設計・製作などの実践的・体験的な活動を通して，ものづくりの基礎的な　　知識と技術を習得し，生活と技術とのかかわりについて理解するとともに，生活の中　　に技術を活用する態度や能力を育成する。
  ○　けがき用工具を安全に使おうとしている。  　　　　（生活や技術への関心・意欲・態度）
  ○　材料が無駄にならないようにけがきを工夫している。　　（生活を工夫し創造する能力）
  ○  材料に適したけがき方法を選択し，正確なけがきができる。     　　（生活の技能）
  ○　正確なけがきをする必要性についていえる。　　　　（生活や技術についての知識・理解）
  ○  けがき用具の扱い方と使い方をいえる。            （生活や技術についての知識・理解）
３　指導観
　○　目覚ましい科学技術の進歩は，新しい素材を生みだし，産業の発達にも大きな影響　　を与えた。今日，私たちの生活においては，自動車から道具に至るまで，そのほとん　　どは工業製品として大量に生産された物である。物質的に豊かな時代を迎えることに　　より，生活に必要な物は，安く簡単に入手できるようになった。技術立国と呼ばれる　　我が国においては，「ものづくり」は重要な産業であり，自動車や工作機械など幅広　　い分野で世界をリードし，揺るぎない地位と製品に対する信頼を勝ち得ている。歴史　　的にも「ものづくり」に対する意識は高く，工業製品が安価に入手できる現在におい　　ても，余暇を家庭菜園や日曜大工に活用しようとする人は多く，「もの」や「技術」　　に対する思い入れは深い。製作経験が減少しつつある現在において，材料の特徴や加　　工法について学習し，日常品についての設計・製作を進めることは，生活に生かされ　　ている技術を知るうえで有効であると思われる。
　○　経済的に発展した現在は，「もの」を作る必要性を減少させ，安易に物を使い捨て　　にする傾向を強めている。このような時代に生きている子供たちは，家庭で物を作る　　必要性は減少し，生活の中に使われている技術や製品に目を向ける機会が少なくなっ　　ている。事前調査によると，生徒の　　％が作品製作に強い関心を示し，　　％が学　　習の必要性を感じている。「技術とものづくり」に関する学習経験としては，「木製　　パズル」や「木製壁掛け」などの製作を通して，　　％以上の生徒が「のこぎり」・　　「糸のこ」や「きり」・「げんのう」を使用している。しかしながら，道具の仕組み　　や作品の機能についての知識は不足し，作品製作においても材料の特徴や作業工程に　　ついては意識されていない。そこで，本単元では，加工段階において道具の仕組みや　　使用方法を理解させることで，技術の活用方法を考えさせる手立てになると考える。
　○　指導にあたっては，△□時間を基礎・基本の習得段階と位置づけ，木材や道具の名　　称，加工における基本動作等を習得させ，△□時間を基礎・基本の応用段階と考えて　　実際に自分の作品づくりに取り組ませようと考えた。そこで本時は，作品づくりにお　　いて欠かせない，材料へのけがき作業に焦点を当て，「材料に適したけがき方法を選　　択し，正確なけがきができる」ことを目標の中心に据え，けがき用工具の正しい使い　　方を習得させるたい。そこで，けがきの必要性について考えさせ，どうすれば正しい　　けがきができるか実習の中で話し合わせたり，考えさせながら，課題を解決していく　　という授業形態で進めていきたい。この段階において，机間指導を行い，班員相互が　　どのような意見を出し合っているか，けがき作業におけるポイントをいかに掴んでい　　るかを把握しながら，必要に応じて助言を与えていきたい。
４　指導計画
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５　本時の目標
　○　材料に適したけがき方法を選択し，正確なけがきができる。
	
	
	 は基礎基本の定着を図るための学習活動


６　学習指導過程　　　　　　　　　　　　　　　　 ☆ は生徒指導の機能を生かした支援
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	 １けがき用工具を観察し，
 　各部の名称を思い出す。
 ２本時の学習目標を確認す
 　る。
    本時の学習目標
  材料に適したけがき方法
  を選択し，正確なけがき
  ができる。
	 ○ 班員が相互に協力し，
 　 意欲的に観察しようと
 　 しているか机間指導を
 　 行う。
 ○本時にどのようなこと
 　を学習するのか板書し，
 　生徒の意識を高める。
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    材料の右端から１ｃｍ
	 ○さし金をどのように使
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	 ・こば面に対して直角に
 　線が引けているか
 ☆自由に意見が出せる雰
 　囲気づくりに心がける。
 　(共感的人間関係)
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	 ４けがき線を観察して気づ
 　いたことを発表する。
	
	
	
	


	 追
 究
 す
 る
	 ５けがき線が曲がった原因
 　について班で話し合い，
 　話し合った結果を発表す
 　る。
 ６正しいけがき線の記入方
 　法について確認する。
	 ○さし金を材料にどのよ
 　うにあてるか，線を引
 　く方法にポイントを絞
 　って話し合うように指
 　示する。
 ☆自由に意見が出せる雰
 　囲気づくりに心がける。
   (共感的人間関係)
 ○さし金を材料にどのよ
 　うにあて，線を引く方
 　向はどちらから引くの
 　か師範する。
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	 ◎正しい方法でけがき線
 　が記入できているか机
 　間指導で確認し，でき
 　ていない生徒に個別指
 　導を行う対しする。
 ○机間指導を行い，本時
 　の学習内容や感想を記
 　入しているか確認する。
	 材料に適したけがき
 方法を選択し，正確
 なけがきができたか
	 さし金
 ﾜｰｸｼｰﾄ

	
	
	 ７曲がったけがき線は
 　消して再度直角な線
 　を引き直す。
	
	
	
	

	
	 ８ﾜｰｸｼｰﾄに本時のまとめを
 　記入する。
	
	
	


７　「努力を要する」状況と判断される生徒への指導
　○　正しい方法でけがき線が記入できなかった生徒については，手を添えてけがき線を　　記入させたり，さし金を固定する場面の補助を行ったりするなど個別に指導し，確実　　にけがき線が記入できるようにする。
８　板書計画　
	
	 本時の目標
   材料に適したけがき方法を選択し，正確なけがきができる。
	

	
	
	
	
	   【演習】
     材料の右端から１ｃｍの幅の
     けがき線を記入してみよう！
   【けがき線記入のポイント】
     ①こば面に長手の内側をしっかりとあてる。
     ②こば面と差し金の内側に隙間ができないように
       指で押さえて固定する。
     ③直角線を記入する際は，下から上に記入する。
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